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機能、テンプレート、サービス、および
ユーザの設定

Cisco Unified IP Phone をネットワークに設置し、ネットワークの設定値を設定して、IP Phone を 
Cisco Unified Communications Manager に追加した後は、Cisco Unified Communications Manager の
管理アプリケーションを使用して、テレフォニー機能を設定する必要があります。必要に応じて、電話

テンプレートの修正、サービスのセットアップ、ユーザの割り当ても行います。

この章では、これらの設定およびセットアップについて、手順の概要を示します。これらの手順の詳細

については、Cisco Unified Communications Manager のマニュアルを参照してください。

Cisco Unified Communications Manager 上のすべての電話機または特定の電話機モデルでサポートさ

れるすべての機能を一覧するには、Cisco Unified レポート ツールで、Unified CM Phone Feature List 
レポートを生成してください。

機能に関する情報をユーザに提供する方法、および提供する内容に関する推奨事項については、付録 A
「Web サイトによるユーザへの情報提供」を参照してください。

英語以外の環境での電話機のセットアップについては、付録 C「技術仕様」を参照してください。

この章は、次の項で構成されています。

• 「Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能」（P.5-1）

• 「Cisco Unified Communications Manager へのユーザの追加」（P.5-9）

• 「ユーザ オプション Web ページの管理」（P.5-10）

Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
Cisco Unified IP Phone を Cisco Unified Communications Manager に追加した後、電話機に機能を追

加できます。表 5-1に、サポートされているテレフォニー機能を示します。これらの多くは、

Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して設定できます。この表の「参照先」

欄は、設定の手順と関連情報が記載された Cisco Unified Communications Manager やその他のマニュ

アルを示しています。

これらのほとんどの機能に関する、電話機での使用方法の詳細については、『Cisco Unified 
IP Phone 6901 and 6911 User Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してくださ

い。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページには、各種のテレフォニー機能を設定するため

のサービス パラメータもいくつかあります。サービス パラメータへのアクセスと設定方法については、

『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』を参照してください。
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サービスの機能の詳細については、[サービス パラメータ設定（Service Parameter Configuration）] 
ウィンドウでパラメータ名を選択するか、ヘルプ ボタン [?] を選択します。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能

機能 説明 設定の参照先

エージェントのグリー

ティング

エージェントが、カスタマー コールなどのコール

の始め（エージェントが発信者との会話を始める

前）に再生される、事前に録音したグリーティン

グを作成および更新できます。エージェントは、

必要に応じてグリーティングを録音したり更新し

たりできます。

顧客からのコールがあると、エージェントと顧客

の両方に、録音済みのグリーティングが聞こえま

す。エージェントは、グリーティングが終了する

までミュートにしておくことも、グリーティング

の途中でコールに応答することもできます。

エージェントのグリーティングでは、電話機でサ

ポートされているすべてのコーデックがサポート

されます。

Cisco Unified CM の管理アプリケーションでエー

ジェントのグリーティングを有効にするには、[デ
バイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択し、

設定する IP Phone を選択します。[デバイス情報

レイアウト（Device Information Layout）] ペイ

ンまでスクロールして、[ビルト イン ブリッジ

（Built In Bridge）] フィールドを [オン（On）] ま
たは [デフォルト（Default）] に設定します。

[ビルト イン ブリッジ（Built In Bridge）] を [デ
フォルト（Default）] に設定した場合は、[システ

ム（System）] > [サービス パラメータ（Service 
Parameter）] を選択し、適切なサーバとサービス

を選択します。[クラスタワイド パラメータ（デ

バイス - 電話）（Clusterwide Parameters (Device - 
Phone)）] ペインまでスクロールして、[ビルト イ
ン ブリッジの有効（Builtin Bridge Enable）] を 
[オン（On）] に設定します。

詳細については、次を参照してください。

• 『Cisco Unified Communications Manager 
Features and Services Guide』の「Barge 
and Privacy」

• 『Cisco Unified Communications Manager 
System Guide』の「Cisco Unified IP 
Phones」

Audible Message 
Waiting Indicator

（AMWI; オーディオ 
メッセージ受信インジ

ケータ）

ハンドセットまたはスピーカーフォンから聞こえ

るスタッター音により、ユーザが回線で新しいボ

イス メッセージを 1 つ以上受信したことが示され

ます。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager System Guide』の

「Cisco Unified IP Phone」の章を参照してく

ださい。

自動応答

（Cisco Unified IP 
Phone 6911 のみ）

呼出音を 1 ～ 2 回鳴らした後に、着信コールを自

動的に接続します。

自動応答は、スピーカーフォンと連動します。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Administration 
Guide』の「Directory Number 
Configuration」の章を参照してください。
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自動ポート同期

（Cisco Unified IP 
Phone 6911 のみ）

Cisco Unified CM の管理者が、リモート ポート設

定機能を使用して IP 電話機の速度と二重化機能を

リモートから設定する場合、一方のポートがもう

一方のポートより低速であると、パケット損失が

発生する可能性があります。

自動ポート同期機能は、2 つのポートを遅い方の

ポートに同期させることにより、パケット損失を

排除します。自動ポート同期が有効になっている

場合は、両方のポートを自動ネゴシエーションに

設定することを推奨します。一方のポートで自動

ネゴシエーションが有効になっていて、もう一方

のポートが固定速度になっている場合、電話機は

その固定速度に同期されます。

（注） 両方のポートが固定速度に設定されている

場合、自動ポート同期機能は使用できませ

ん。

リモート ポート設定機能と自動ポート同

期機能は、IEEE 802.3AF Power of 
Ethernet（PoE）スイッチでのみ使用でき

ます。Cisco インライン パワーのみをサ

ポートするスイッチでは使用できません。

これらのタイプのスイッチに接続された電

話機でこの機能を有効にすると、その電話

機の電力が PoE で供給されている場合、

Cisco Unified CM への接続が失われる可

能性があります。

Cisco Unified CM の管理アプリケーションで

パラメータを設定するには、[デバイス

（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択し、

適切な IP Phone を選択して、[プロダクト固

有の設定（Product Specific Configuration 
Layout）] ペインまでスクロールします。

複数の電話機の設定を同時に設定するには、

[ エンタープライズ電話の設定（Enterprise 
Phone Configuration）]（[システム

（System）] > [エンタープライズ電話の設定

（Enterprise Phone Configurations）]）または 
[共通の電話プロファイルの設定（Common 
Phone Profile Configuration）]（[デバイス

（Device）] > [デバイスの設定（Device 
Settings）] > [共通の電話プロファイル

（Common Phone Profile）]）で [自動ポート

同期（Automatic Port Synchronization）] を
有効にします。

自動割り込み シェアド ライン コールに自動的に C 割り込みで

きるようにします。

詳細については、次のマニュアルを参照して

ください。

• 『Cisco Unified Communications Manager 
Features and Services Guide』の「Barge 
and Privacy」の章

外線から外線への転送

のブロック

外線コールをユーザが別の外線コールに転送する

ことを禁止します。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Features and 
Services Guide』の「External Call Transfer 
Restrictions」の章を参照してください。

自動転送 ユーザは、着信コールを別の番号にリダイレクト

できます。コール転送オプションには、不在転送、

話中転送、無応答時転送、およびカバレッジなし

時転送があります。

電話機に不在転送が設定されている場合、オフ

フック後にスタッター音が聞こえます。

詳細については、次のマニュアルを参照して

ください。

• 『Cisco Unified Communications Manager 
Administration Guide』の「Directory 
Number Configuration」の章

• 『Cisco Unified Communications Manager 
System Guide』の「Cisco Unified IP 
Phone」の章

• 「ユーザ オプション Web ページに表示す

るオプションの指定」（P.5-12）

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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不在転送ループのブ

レークアウト

不在転送ループを検出して防止します。不在転送

ループが検出されると、不在転送の設定が無視さ

れて呼出音が鳴ります。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager System Guide』の

「Cisco Unified IP Phone」の章を参照してく

ださい。

不在転送ループ防止 ユーザが、不在転送の宛先を電話機で直接設定す

る際に、不在転送ループが生じたり、既存の 
[Forward Maximum Hop Count] サービス パラ

メータに定められたホップ数の上限を超える不在

転送チェーンが生じたりしないように防止します。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager System Guide』の

「Cisco Unified IP Phone」の章を参照してく

ださい。

コール転送の宛先の無

効化

管理者は、Call Forward All（CFA; 不在転送）の

転送先が CFA の転送元にコールを発信する場合に

は CFA を無効にできます。この機能により、

CFA の転送先は、重要なコールがある場合に 
CFA の転送元に到達できるようになります。この

無効化は、CFA の転送先の電話番号が内部か外部

かに関係なく動作します。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager System Guide』の

「Understanding Directory Numbers」の章を

参照してください。

コール ピックアップ

（Cisco Unified IP 
Phone 6911 のみ）

ユーザが、同僚の電話機にかかっているコールを

自分の電話機にリダイレクトして、応答できるよ

うにします。

電話機のプライマリ回線に、音声によるアラート

を設定できます。このアラートによって、ピック

アップ グループ内でコールの呼び出しがあること

が通知されます。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Features and 
Services Guide』の「Call Pickup」の章を参

照してください。

コール ウェイティング コールの最中に別の着信コールの呼出音が鳴って

いることを通知し、ユーザが応答できるようにし

ます。

電話機でコール待機音（1 回のビープ音）が鳴り、

回線ボタンがオレンジ色に点滅します。

詳細については、次のマニュアルを参照して

ください。

• 『Cisco Unified Communications Manager 
System Guide』の「Understanding 
Directory Numbers」の章

C 割り込み ユーザが、共用電話回線で非プライベート コール

に参加できるようにします。C 割り込みによって

ユーザがコールに追加され、会議に変換されるの

で、ユーザやその他の関係者は会議機能にアクセ

スできるようになります。

詳細については、次のマニュアルを参照して

ください。

• 『Cisco Unified Communications Manager 
Features and Services Guide』の「Barge 
and Privacy」の章

• 『Cisco Unified Communications Manager 
System Guide』の「Cisco Unified IP 
Phone」の章

• 『Cisco Unified Communications Manager 
Features and Services Guide』の「Barge 
and Privacy」の章

Cisco Unified Video A
dvantage（CUVA）

（Cisco Unified IP 
Phone 6911 のみ）

Cisco Unified IP Phone、パーソナル コンピュー

タ、および外付けビデオ カメラを使用することに

より、ユーザがビデオ コールを発信できるように

します。

[電話の設定（Phone Configuration）] の [プ
ロダクト固有の設定（Product Specific 
Configuration Layout）] セクションで、ビデ

オ機能と自動回線選択のパラメータを設定し

ます。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a03dn.html
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Cisco Web Dialer Web およびデスクトップ アプリケーションから電

話をかけることができます。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Features and 
Services Guide』の「Cisco Web Dialer」の章

を参照してください。

クライアント識別コー

ド（CMC）

コールが特定のクライアント マターに関連するよ

うに指定できます。

詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager Features 
and Services Guide』の「Client Matter Codes 
and Forced Authorization Codes」の章を参照

してください。

会議 • ユーザは、各参加者を個別に呼び出して、複

数の通話相手と同時に話すことができます。

会議機能には、会議とミートミーがあります。

• 標準（アドホック）会議では、開催者以外で

も参加者を追加できます。また、どの会議参

加者でも同じ回線上の 2 つの標準会議を結合

できます。

• Cisco Unified IP Phone 6901 の会議ホストが、

フックフラッシュ機能を使用して、会議に最

後に参加した参加者を削除できるようにしま

す。

これらの機能を有効にするには、[Advance 
Adhoc Conference] サービス パラメータ

（Cisco Unified Communications Manager の
管理ページではデフォルトで無効になってい

ます）を使用します。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager System Guide』の

「Conference Bridges」の章を参照してくださ

い。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager System Guide』の

「Cisco Unified IP Phone」の章を参照してく

ださい。

（注） ユーザに対し、これらの機能がアク

ティブであるかどうかを必ず通知して

ください。

CTI アプリケーション Computer Telephony Integration（CTI）ルート ポ
イントでは、仮想デバイスを指定して、アプリ

ケーションが宛先変更を制御している多重同時

コールを受信できます。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Administration 
Guide』の「CTI Route Point Configuration」
の章を参照してください。

Forced Authorization 
Code（FAC; 強制承認

コード）

特定のユーザが発信できるコールのタイプを制御

します。

詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager Features 
and Services Guide』の「Client Matter Codes 
and Forced Authorization Codes」の章を参照

してください。

グループのコール ピッ

クアップ

（Cisco Unified IP 
Phone 6911 のみ）

ユーザは、別のグループの電話番号で呼出音が

鳴っているコールに応答できます。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Features and 
Services Guide』の「Call Pickup」の章を参

照してください。

保留状態 共有回線を持つ電話機では、ローカル回線とリ

モート回線のいずれがコールを保留したのかを区

別できます。

ローカル保留の場合、回線 LED は緑色に点灯し、

リモート保留の場合は赤色に点灯します。

設定は必要ありません。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b06ctirp.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmfeat/fsfaccmc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmfeat/fsfaccmc.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmfeat/fscpickg.html


 

第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

    Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
保留 /復帰 ユーザは、保留ボタンを使用して、接続された

コールをアクティブな状態から保留状態に移行で

きます。ユーザは、回線ボタンまたはスピーカー 
ボタンを押すか、オフフックにすることで、保留

中のコールを再開します。

（注） ローカル コールが保留中の場合は回線ボ

タンの LED が緑色に点滅し、リモート 
コールが保留中の場合は赤色に点滅しま

す。

設定は必要ありません。ただし、保留音を使

用する場合には必要です。この表の「保留音」

を参照してください。

ミートミー会議

（Cisco Unified IP 
Phone 6911 のみ）

ユーザがミートミー会議を開始し、参加ユーザは

予定の時刻に、あらかじめ決められた番号にコー

ルをかけます。

ユーザがミートミー会議に参加するには、機能ボ

タンとミートミー会議の番号を押します。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Administration 
Guide』の「Meet Me Number/Pattern 
Configuration」の章を参照してください。

メッセージ待機 メッセージ受信オン インジケータおよびオフ イン

ジケータ用の電話番号を定義します。直接接続型

のボイス メッセージ システムでは、指定された電

話番号を使用して、特定の Cisco Unified IP Phone 
のメッセージ受信インジケータを設定したりクリ

アしたりします。

詳細については、次のマニュアルを参照して

ください。

• 『Cisco Unified Communications Manager 
Administration Guide』の「Message 
Waiting Configuration」の章

• 『Cisco Unified Communications Manager 
System Guide』の「Voice Mail 
Connectivity to Cisco Unified 
Communications Manager」の章

Message Waiting 
Indicator; メッセージ

待機インジケータ

ハンドセットのランプの 1 つで、ユーザに対する 
1 つまたは複数の新着ボイス メッセージが届いて

いることを示します。

詳細については、次のマニュアルを参照して

ください。

• 『Cisco Unified Communications Manager 
Administration Guide』の「Message 
Waiting Configuration」の章

• 『Cisco Unified Communications Manager 
System Guide』の「Voice Mail 
Connectivity to Cisco Unified 
Communications Manager」の章

Music on Hold 発信者が保留状態になっている間、音楽を再生し

ます。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Features and 
Services Guide』の「Music On Hold」の章を

参照してください。

消音

（Cisco Unified IP 
Phone 6911 のみ）

ハンドセットやスピーカーフォンからのマイク音

声をミュートにします。

設定は必要ありません。

オンフック コール転送 ユーザは、転送ボタンを押してからオンフックに

することで、コール転送を実行できます。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager System Guide』の

「Cisco Unified IP Phones」の章を参照してく

ださい。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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Cisco Unified IP Phone 6901/6911 アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified Communications Manager 8.5（SCCP および SIP）

OL-23874-01-J

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b03meet.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b03meet.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b05vmmwi.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b05vmmwi.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a06vmccm.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a06vmccm.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a06vmccm.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b05vmmwi.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b05vmmwi.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a06vmccm.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a06vmccm.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a06vmccm.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmfeat/fsmoh.html
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プラス ダイヤル ユーザが、プラス（+）記号から始まる E.164 番
号をダイヤルできます。

プラス（+）記号をダイヤルするには、「*」キー

を 1 秒以上押し続ける必要があります。これは、

オンフックとオフフックの両方のコールで、先頭

桁をダイヤルするときに当てはまります。

設定は必要ありません。

Private Line 
Automated Ringdown

（PLAR）

Cisco Unified Communications Manager の管理者

は、ハンドセットをオフフックにすると 
Cisco Unified IP Phone によってただちにダイヤ

ルされる電話番号を設定できます。この機能は、

緊急連絡や「ホットライン」の番号にコールする

ための電話機を用意する場合に役立ちます。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Administration 
Guide』の「Directory Number 
Configuration」の章を参照してください。

リダイヤル ユーザは、リダイヤル ボタンを押して、最後にダ

イヤルした電話番号に発信できます。

設定は必要ありません。

リモート ポート設定 管理者が、Cisco Unified CM の管理を使用して、

電話機のイーサネット ポートの速度と二重化機能

をリモートから設定できます。これにより、特定

のポート設定の大規模な展開でパフォーマンスが

向上します。

（注） Cisco Unified CM でポートがリモート 
ポート設定用に設定されている場合、デー

タを電話機で変更することはできません。

Cisco Unified CM の管理アプリケーションで

パラメータを設定するには、[デバイス

（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択し、

適切な IP Phone を選択して、[プロダクト固

有の設定（Product Specific Configuration 
Layout）] ペイン（[スイッチ ポートのリモー

ト設定（Switch Port Remote Configuration）] 
または [PC ポートのリモート設定（PC Port 
Remote Configuration）]）までスクロールし

ます。

複数の電話機の設定を同時に設定するには、

[ エンタープライズ電話の設定（Enterprise 
Phone Configuration）] 画面（[システム

（System）] > [エンタープライズ電話の設定

（Enterprise Phone Configurations）]）または 
[共通の電話プロファイルの設定（Common 
Phone Profile Configuration）] 画面（[デバイ

ス（Device）] > [デバイスの設定（Device 
Settings）] > [共通の電話プロファイル

（Common Phone Profile）]）でリモート設定

を設定します 
（[スイッチ ポートのリモート設定（Switch 
Port Remote Configuration）] または [PC ポー

トのリモート設定（PC Port Remote 
Configuration）]）。

シェアド ライン ユーザは、複数の電話機で同じ電話番号を共有し

たり、電話番号を同僚と共有したりできます。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager System Guide』の

「Understanding Directory Numbers」の章を

参照してください。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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Cisco Unified IP Phone 6901/6911 アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified Communications Manager 8.5（SCCP および SIP）
OL-23874-01-J

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b03dn.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b03dn.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a03dn.html
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モニタリングおよび録

音

（Cisco Unified IP 
Phone 6911 のみ）

スーパーバイザは、アクティブ コールのサイレン

ト モニタリングを実行できます。いずれの通話者

にもスーパーバイザの音声は聞こえません。ユー

ザには、コールがモニタされている間、モニタ中

であることを示す音声アラートが聞こえる場合が

あります。

コールがセキュリティで保護されている場合は、

ロック アイコンが表示されます。発信者にも、

コールがモニタされていることを示す音声アラー

トが聞こえる場合があります。コールがセキュア

であり、モニタされていることを示す音声アラー

トは、接続先の通話者にも聞こえることがありま

す。

アクティブ コールがモニタまたは録音されている

ときにインターコム コールを受信したり発信した

りすることもできますが、インターコム コールを

発信すると、アクティブ コールは保留になりま

す。この場合、録音セッションは終了し、モニタ

リング セッションは中断されます。中断されたモ

ニタリング セッションを再開するには、モニタさ

れているユーザがコールを再開する必要がありま

す。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Features and 
Services Guide』の「Monitoring and 
Recording」の章を参照してください。

短縮ダイヤル

（Cisco Unified IP 
Phone 6911 のみ）

記憶されている指定番号をダイヤルします。

この機能は、Cisco Unified Communications 
Manager で設定する必要があります。ユーザは、

機能キーと機能コードを使用して短縮ダイヤルに

アクセスします。

詳細については、次のマニュアルを参照して

ください。

• 『Cisco Unified Communications Manager 
Administration Guide』の「Cisco Unified 
IP Phone Configuration」の章

• 『Cisco Unified Communications Manager 
System Guide』の「Cisco Unified IP 
Phone」の章

時間帯ルーティング 指定したテレフォニー機能へのアクセスを時間帯

によって制限します。

詳細については、次のマニュアルを参照して

ください。

• 『Cisco Unified Communications Manager 
Administration Guide』の「Time Period 
Configuration」の章

• 『Cisco Unified Communications Manager 
System Guide』の「Time-of-Day 
Routing」の章

タイム ゾーンのアップ

デート

タイム ゾーンの変更に伴って Cisco Unified IP 
Phone を更新します。

詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Administration 
Guide』の「Date/Time Group Configuration」
の章を参照してください。

転送 ユーザは、接続されているコールを自分の電話機

から別の番号にリダイレクトできます。

一部の JTAPI/TAPI アプリケーションは、

Cisco Unified IP Phone 6901 および 6911 にお

ける直接転送機能の実装と互換性がありませ

ん。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
5-8
Cisco Unified IP Phone 6901/6911 アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified Communications Manager 8.5（SCCP および SIP）

OL-23874-01-J

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmfeat/fsmr.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmfeat/fsmr.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b06phone.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b06phone.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a08ipph.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a08ipph.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b03tipd.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b03tipd.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a03tod.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a03tod.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a02sycfg.html#wp1020334
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Cisco Unified Communications Manager へのユーザの
追加

ユーザを Cisco Unified Communications Manager に追加すると、ユーザに関する情報を表示および管

理できるようになります。またユーザは、次のタスクを実行できるようになります。

• パーソナル ディレクトリを作成する。

• 短縮ダイヤルとコール転送の番号をセットアップする。

ユーザを Cisco Unified Communications Manager に追加するには、次のいずれかの方法を使用しま

す。

• ユーザを 1 名ずつ追加するには、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[ユー

ザ管理（User Management）] > [エンド ユーザ（End User）] を選択します。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「End User 
Configuration」の章を参照してください。

• ユーザを一括して追加するには、一括管理ツールを使用します。この方法では、すべてのユーザに

対して同一のデフォルト パスワードを設定することもできます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「Bulk 
Administration」の章を参照してください。

• 社内 LDAP ディレクトリからユーザを追加するには、Cisco Unified Communications Manager の
管理ページで、[システム（System）] > [LDAP] > [LDAP システム（LDAP System）] を選択し

ます。

（注） [LDAP サーバからの同期を有効にする（Enable Synchronization from the LDAP Server）] 
を有効にした後は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページから別のユーザ

を追加できなくなります。

LDAP の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の

「Understanding the Directory」を参照してください。

• ユーザと電話機を同時に追加するには、Cisco Unified Communications Manager から [ユーザ管理

（User Management）] > [ユーザ /電話の追加（User/Phone Add）] を選択します。

ボイス メッセージ シ
ステム

コールに応答がない場合に、発信者がメッセージ

を残せるようにします。

Cisco Unified IP Phone 6911 では、メッセージ ボ
タンを使用してメッセージにアクセスします。

Cisco Unified IP Phone 6901 では、アクセス コー

ドを使用してメッセージにアクセスします。

詳細については、次のマニュアルを参照して

ください。

• 『Cisco Unified Communications Manager 
Administration Guide』の「Cisco 
Voice-Mail Port Configuration」の章

• 『Cisco Unified Communications Manager 
System Guide』の「Voice Mail 
Connectivity to Cisco Unified 
Communications Manager」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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Cisco Unified IP Phone 6901/6911 アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified Communications Manager 8.5（SCCP および SIP）
OL-23874-01-J

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b05vmpor.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b05vmpor.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a06vmccm.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a06vmccm.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a06vmccm.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b08user.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b08user.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/bat/8_5_1/bat-wrapper.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/bat/8_5_1/bat-wrapper.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmsys/a04direc.html
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ユーザ オプション Web ページの管理
ユーザ オプション Web ページでは、電話機のいくつかの機能や設定値をユーザがカスタマイズおよび

制御できます。ユーザ オプションの Web ページの詳細については、『Cisco Unified IP Phone 6901 and 
6911 User Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

ユーザ オプション Web ページへのユーザ アクセスの有効化

ユーザがユーザ オプション Web ページにアクセスできるようにするには、管理者がユーザを標準 
Cisco Unified Communications Manager エンド ユーザ グループに追加し、適切な電話機をユーザに関

連付けておく必要があります。

ユーザを標準 Cisco Unified Communications Manager エンド ユーザ グループに追加するには、次の手

順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[ユーザ管理（User Management）] > [ユー

ザ グループ（User Group）] を選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 3 [Standard CCM End Users] リンクをクリックします。対象の標準 CCM エンド ユーザについての [ユー

ザ グループの設定（User Group Configuration）] ページが表示されます。

ステップ 4 [グループにエンド ユーザを追加（Add End Users to Groups）] をクリックします。[ユーザの検索と一

覧表示（Find and List Users）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [ユーザの検索（Find User）] ドロップダウン リストを使用して、追加するエンド ユーザを探し、[検
索（Find）] をクリックします。

ステップ 6 検索条件に一致するエンド ユーザのリストが表示されます。

ステップ 7 表示されるレコードのリストで、このユーザ グループに追加するユーザのチェックボックスをクリッ

クします。リストが複数ページにわたる場合は、下部のリンクを使用して結果の続きを表示します。

（注） 検索結果には、すでにユーザ グループに属するエンド ユーザは表示されません。

ステップ 8 [選択項目の追加（Add Selected）] をクリックします。

このユーザに電話機を関連付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[ユーザ管理（User Management）] > [エン

ド ユーザ（End User）] を選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）] をクリックします。
5-10
Cisco Unified IP Phone 6901/6911 アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified Communications Manager 8.5（SCCP および SIP）
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ステップ 3 表示されるレコードのリストで、ユーザのリンクをクリックします。

ステップ 4 [デバイスの割り当て（Device Association）]  をクリックします。

[ユーザ デバイス割り当て（User Device Association）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）] をクリックします。

ステップ 6 デバイスの左にあるボックスをオンにして、エンド ユーザに割り当てるデバイスを選択します。

ステップ 7 [選択 /変更の保存（Save Selected/Changes）] をクリックして、デバイスをエンド ユーザに割り当て

ます。

ステップ 8 ウィンドウの右上にある [関連リンク（Related Links）] ドロップダウン リストから、[ユーザの設定

に戻る（Back to User）] を選択し、[移動（Go）] をクリックします。

[エンド ユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウが表示され、選択し、関連付けたデバイ

スが、[制御するデバイス（Controlled Devices）] ペインに表示されます。

ステップ 9 [選択 /変更の保存（Save Selected/Changes）] をクリックします。

エンド ユーザには、必ずユーザ オプション Web ページに関する次の情報を提供してください。

• アプリケーションにアクセスするために必要な URL。この URL は、次のとおりです。

http://<server_name:portnumber>/ccmuser/（server_name は、Cisco Unified Communications 
Manager のホスト名）

• アプリケーションにアクセスするために必要なユーザ ID とデフォルト パスワード。

これらの設定値は、ユーザを Cisco Unified Communications Manager に追加したときに入力した

値と同じです（「Cisco Unified Communications Manager へのユーザの追加」（P.5-9）を参照）。

詳細については、次のマニュアルを参照してください。

• 『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「User Group Configuration」
の章。

• 『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「End User Configuration」の

章。
5-11
Cisco Unified IP Phone 6901/6911 アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified Communications Manager 8.5（SCCP および SIP）
OL-23874-01-J

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b08usgrp.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_5_1/ccmcfg/b08user.html


 

第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

    ユーザ オプション Web ページの管理
ユーザ オプション Web ページに表示するオプションの指定

ユーザ オプション Web ページには、デフォルトではほとんどのオプションが表示されます。ただし、

次のオプションは、システム管理者が Cisco Unified Communications Manager の管理ページで [エン

タープライズ パラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）] の設定値を使用して設定する必

要があります。

• Show Ring Settings

• Show Call Forwarding

• Show Message Waiting Lamp

• Show Audible Message Waiting Indicator

（注） この設定値は、サイトのすべてのユーザ オプション Web ページに適用されます。

ユーザ オプション Web ページに表示されるオプションを指定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[システム（System）] > [エンタープライズ 
パラメータ（Enterprise Parameters）] を選択します。

[エンタープライズ パラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）] ウィンドウが表示されま

す。

ステップ 2 [CCMUser Parameters] 領域で、各パラメータ値のドロップダウン リストから次のいずれかの値を選択

し、パラメータをユーザ オプション Web ページに表示するかどうかを指定します。

• [True]：オプションをユーザ オプション Web ページに表示する（[Show Ring Settings] および 
[Show Call Forwarding] 以外はこれがデフォルト）。

• [False]：オプションをユーザ オプション Web ページに表示しない。

• [Show All Settings]：コール転送のすべての設定をユーザ オプション Web ページに表示する（デ

フォルト）。

• [Hide All Settings]：コール転送の設定をユーザ オプション Web ページに表示しない。

• [Show Only Forward All]：不在転送の設定だけをユーザ オプション Web ページに表示する。
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